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日本工業標準調査会適合性評価部会・標準部会

管理システム規格専門委員会（第２３回） 議事要旨

１．日 時： 平成２１年３月１３日（金） １０：００～１２：００

２．場 所： 経済産業省別館１０階１０２０共用会議室

３．出席者：

飯塚委員長、市川委員、岡本委員、大橋委員、梶屋委員、久保委員、近藤委員、高田委

員、椿委員、中西委員、西谷委員、西村委員、福丸委員、森本委員、吉澤委員

中條氏（説明者、中央大学）

４．議 題：

１ 前回議事録（案）について

２ 「ガイドライン」の公表とその後の取り組みについて

（１）ＭＳ認証サービスの価値の｢見える化｣研究会の検討結果について（一部審議）

（２）ＭＳ信頼性ガイドライン対応委員会中間とりまとめについて（報告）

（３）「ガイドライン」の国際展開について（報告）

３ ＩＳＯ／ＴＣ１７６東京総会について（報告）

４ 最近の主な マネジメントシステム規格の開発状況について（報告）

５ 平成２０年度工業標準化審議結果及び平成２１年度工業標準化審議計画（案）に

ついて（報告）

６ その他

５．資料：

１ 第１８回専門委員会議事録（案）

２－１ 「ガイドライン」の公表とその後の取り組みについて

２－２ ＭＳ認証サービスの価値の｢見える化｣研究会報告書

２－３ 「ガイドライン」アクションプラン検討状況報告

２－４ 「ガイドライン」の国際展開について

３ ＩＳＯ／ＴＣ１７６東京総会報告

４－１ マネジメントシステム規格の開発状況について

４－２ カーボンフットプリント制度の構築及び国際標準化に向けた取り組みについて

５－１ 平成２０年度工業標準化審議結果

５－２ 平成２１年度工業標準化審議計画（案）

参考資料１ マネジメントシステム規格認証制度の信頼性確保のためのガイドライン

参考資料２－１ ＩＳＯ９００１の改正について

参考資料２－２ ＪＩＳ Ｑ９００１の改正について

参考資料３ ＴＳＱ００１０（カーボンフットプリントの算定・表示に関する一般原則）について

参考資料４ 管理システム規格専門委員会 委員名簿



- 2 -

６．議事概要：

（１）前回議事録（案）について

コメント等があれば、３月１９日（木）までに事務局に連絡することとなった。

（２）「ガイドライン」の公表とその後の取り組みについて（一部審議）

資料２－１、参考資料１に基づき事務局よりガイドラインの公表とその後の取り組

みについて説明を行った。続いて、ＭＳ認証サービスの価値の｢見える化｣研究会の検討

結果について研究会の座長を務めた中條氏（中央大学）より説明があった。その後、久

保委員より、ＭＳ信頼性ガイドライン対応委員会中間とりまとめの説明がされた後、

事務局より「ガイドライン」の国際展開について説明した。その後質疑応答を行った。

一部審議事項とされた｢見える化｣した内容を関係者のコンセンサスにしていく仕組

みについては、研究会の報告のとおり、今後は経済産業省においてガイドを公表し、

認定機関や認証機関がガイドに応じた適切な対応をとっていくという仕組みが最も適

当であるということが了承された。

また、「見える化」の具体的内容については、本日の委員会の議論を踏まえつつ、

事務局の方で関係者と意見交換を進め、次回の委員会で改めて審議することとなった。

（３）ＩＳＯ／ＴＣ１７６東京総会について（報告）

資料３に基づき岡本委員よりＩＳＯ／ＴＣ１７６東京総会の報告があった。また、

参考資料２－１、参考資料２－２に基づき事務局よりＩＳＯ／ＪＩＳＱ９００１の改

正について説明した。

（４）最近の主な マネジメントシステム規格の開発状況について（報告）

資料４－１、４－２、参考資料３に基づき、マネジメントシステム規格の開発状況

及びカーボンフットプリント制度の構築及び国際標準化に向けた取り組みについて事

務局より説明した後、質疑応答を行った。

（５）平成２０年度工業標準化審議結果及び平成２１年度工業標準化審議計画（案）につ

いて（報告）

資料５－１、５－２に基づき事務局より説明した後、質疑応答を行った。

（６）その他（報告）

事務局から次回委員会の日程は追って連絡する旨報告された。

以上


